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原
木
中
山

東
京メ
トロ
東
西
線

県道船橋 行徳線

田尻４-１３-３（１階いきいきセン
ター、２階こども館）
☎３７９-８６３１

いきいきセンター田尻・
田尻こども館

　

耐
震
化
の
た
め
、昨
年
７
月
か
ら
休
館
し
建
て
替
え
工
事

を
行
っ
て
い
た「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
田
尻（
田
尻
老
人
い
こ

い
の
家
）」と「
田
尻
こ
ど
も
館
」の
併
設
施
設
が
完
成
し
、４

月
１
日（
金
）か
ら
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。施
設
は
、軽
量

鉄
骨
造
り
２
階
建
て
、延
床
面
積
は
３
８
７
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。１
階
部
分
に
は
、舞
台
付
き
の
集
会
室
や
利
用
者
に

配
慮
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
ト
イ
レ

な
ど
が
あ
り
、60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た「
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
」と
な
り
ま
す
。２
階
部
分
は
、１
３
２
平
方
メ
ー
ト

ル
、約
80
畳
程
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
備
え
た
こ
ど
も
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
と
子
ど
も
が
地
域
で
輝
く
活
動
拠

点
と
し
て
、多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今週号の紙面から
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歴史と芸術の
スペシャリスト
学芸員に密着取材

高齢者も

子どもも

　「こども館」とは、地域で安心して子どもが過ごせる
遊び場で、市内に15カ所あります。乳幼児から１８歳未
満の子どもまで、市内在住であれば誰でも利用するこ
とが出来ます。あつまれ赤ちゃん（０歳親子向け）、あい
うえ育児など、親子で参加できるイベントや講座も行っ
ています。けん玉やお手玉などの伝承遊びに挑戦した
り、卓球などのスポーツを楽しむこともできます。

● 田尻こども館の利用時間 午前9時から正午、午後1
時から5時まで

● 田尻こども館の休館日 月曜日、祝日（月曜日が祝日
の場合はその翌日）、年末年始

※利用時間、休館日の異なるこども館もあります。
（子育て支援課）

　いきいきセンター（老人いこいの家）は、市内在住の
６０歳以上の方がサークル活動、講座などに利用でき
る施設で、市内に13カ所あります。様々なサークルが活
動しており、年に１度「いきいきセンターまつり」として、
各団体が一堂に会し、日頃の成果を発表・展示します。
介護を要する方は、介護者の同伴が必要ですので、い
きいきセンターにご相談ください。

● 利用時間 午前9時から午後5時まで
● 休所日 月曜日、祝日（月曜日が祝日の場合はその翌

日）、年末年始
● 申し込み 初めて施設を利用するときは、利用者登

録をする必要があります。保険証などの身分証明書
をお持ちください。

（高齢者支援課）

「いきいきセンター」は「老人
いこいの家」の愛称です。

こども館

いきいきセンター
（老人いこいの家）

 便 利 で エ コ な乗り物

……………………8面

…………………4・5面

●子どもの医療費助成
　中学校３年生まで拡大
…2面〈行政・お知らせ〉

●中止・変更のイベント
　情報
…３面〈行政・お知らせ〉

●4月から行政組織の
　一部を改正
…3面〈行政・お知らせ〉

●気軽にできる軽スポーツ
　体育指導委員地区活動
…6面〈文化・お知らせ〉

4月10日（日）は千葉県議会議員選挙
4月24日（日）は市川市議会議員選挙の投票日です。
※次の投票所が変更になります。  新井保育園　広尾防災公園　 ☎332-8739市選挙管理委員会

本北方こども館
本北方３-１９-１６

（東部公民館内）
☎３３７-８９３６

自転車の
安全・快適な
利用を地域
全体で支える

東部公民館の耐震改修工事のため、
休館していた「本北方こども館」も
４月１日より開館します。

本北方こども館

至北方町

至中山団地

本北方
保育園

木
下
街
道

子の神
東公園

「子の神東公園」

若宮小学校●

「若宮小学校」

●

●

東北関東大震災義援金
日赤で受け付け中

　日本赤十字社では、３月11日に東北地方を中心に大きな被害が
生じている「東北地方太平洋沖地震」の被災者に対する義援金を
受け付けています。多くの方のご協力をお願いいたします。

郵便局・ゆうちょ銀行 00140-8-507 日本赤十字社東北関東大震災
義援金（2,000円以上からの受け付けとなります。）
クレジットカード、コンビニエンスストア、Pay-easyもご利用出来ます。
詳しくはホームページまたは下記へお問い合わせください。

☎３３４-１１７６ 日本赤十字社市川市地区（福祉事務所内）
※物資の受け付けはしていません。
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00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）　　　  ●これまでの広報いちかわがホームページ・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

　４月１日から震度５弱以上の揺れが予想される場
合に、防災行政用無線の屋外スピーカーで、緊急地
震速報などの自動放送を開始します。
　地震での強い揺れが始まる数秒～数十秒前に、
可能な限り早くお知らせするものです。ただし、震
源に近い地域では「緊急地震速報」が間に合わない
ことがあります。
　このほか、地震津波情報（津波警報、東海地震予
知情報など）、国民保護関係情報（武力攻撃事態や
大規模テロの警報など）もお知らせします。詳しく
は気象庁ホームページをご覧ください。
☎334-１５０７危機管理担当

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、こ
れ
ま
で
０
歳

児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
が
対
象
で
し
た

が
、４
月
１
日
の
診
療
分
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
中
学
生
が
医
療
機
関
で

受
診
し
た
場
合
に
は
、医
療
費（
患
者
負
担
分
）

の
支
払
い
後
に
領
収
書
な
ど
の
必
要
書
類
を

添
え
て
市
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
後

に
、指
定
し
た
保
護
者
の
口
座
に
助
成
金
を
振

り
込
み
ま
す
。

　

た
だ
し
、小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、０
歳
児
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
で
、助
成
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、

「
市
川
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」を

交
付
し
て
い
ま
す
。受
給
券
の
交
付
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【申請に必要な物】
①領収書（子どもの氏名・医療点数・診療日が明記された物）
②子どもの健康保険証
③保護者名義の預金通帳
④平成２２年１月２日以降に市川市へ転入した方は、平成２２年度住民税課
税証明書（コピー可。共働き世帯は夫婦２人分が必要）
※保護者の所得が確認できない場合（所得未申告や④の提出が無い場合な
ど）は、助成を受けることができません。

【申請の窓口】
　 こども福祉課、 福祉課、大柏出張所、南行徳市民センター、市川駅行
政サービスセンター

【子どもの医療費助成】 （平成２３年４月１日診療分から）

☎334-1178 こども福祉課医療費助成担当

助成対象 自己負担金 所得制限

0歳児～中学校３年生
  入院１日につき３００円
  通院１回につき３００円
  調剤　無料

小学校1年生～中学校3
年生については所得制
限あり（保護者の所得が
扶養親族などの数に応じ
た所得制限限度額以上
の場合は、助成対象外）

震度５弱以上の揺れ
防災行政用無線で 主

な
内
容

　

市
川
市
域
の
歴
史
、民
俗
、自
然
環

境
な
ど
の
分
野
に
関
す
る
研
究
成
果

を
掲
載
す
る「
市
史
研
究
い
ち
か
わ
」

第
２
号
を
刊
行
し
ま
し
た
。市
史
編
さ

ん
事
業
の
進
捗
状
況
を
研
究
論
文
や

資
料
紹
介
の
形
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
月
に
公
開
し
て
話
題
と
な
っ
た
イ
ノ

シ
シ
の
線
刻
画
が
描
か
れ
た
縄
文
土

器
の
概
要
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

７
０
０
円

文
学
プ
ラ
ザ
、八
幡
市
民
談
話
室
、

考
古
博
物
館
、歴
史
博
物
館
、自
然
博

物
館
ほ
か

☎
３
２
０・３
３
３
４ 

映
像
文
化
セ

ン
タ
ー
※
月
曜
日
休
館

◎
講
演
録（
敬
称
略
）「
日
蓮
が

遺
し
た
も
の
ー
近
世
・
近
代
の

信
仰
と
文
化
」安
中
尚
史
◎

論
文「
市
川
歴
史
博
物
館
所

蔵
地
図
史
料
調
査
の
概
要
」高

木
晋
一
郎
、「
千
葉
県
市
川
市
・

江
戸
川
河
川
敷
緑
地
の
植
物
」

木
村
陽
子
◎
研
究
ノ
ー
ト「
堀

之
内
貝
塚
南
側
斜
面
に
つ
い

て
」堀
越
正
行
◎
資
料
紹
介

「
イ
ノ
シ
シ
の
線
刻
画
が
あ
る

権
現
原
貝
塚
の
縄
文
土
器
に
つ

い
て
」ほ
か

「
市
史
研
究
い
ち
か
わ
」第
２
号
を
刊
行

子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
お
知
ら
せ

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
の
た
め
、

当
分
の
間
初
回
接
種
を
差
し
控

え
、２
回
目
、３
回
目
の
接
種
を
優

先
し
ま
す
。

市
に
住
民
票（
外
国
人
登
録
）が

あ
る
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

（
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
ま
で
の
女
性
）

接
種
回
数 

３
回（
６
カ
月
間
で
）

期
間 

４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日

※
予
防
接
種
に
は
、保
護
者
の
同

伴
を
原
則
と
し
ま
す
。保
護
者
が

同
伴
で
き
な
い
場
合
に
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
暦
が
わ
か
る
も
の
、健
康
保

険
証（
住
所・生
年
月
日
の
確
認
が

で
き
る
も
の
）、体
温
計・筆
記
用
具

（
な
お
、予
診
票
は
各
契
約
医
療
機

関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。）

医
療
機
関
で
診
察
の
際
に
体
調
不

良
な
ど
で
接
種
が
出
来
な
か
っ
た

場
合
は
診
察
料
が
か
か
り
ま
す
。

 

ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎
球
菌
の

 

予
防
接
種

 　

２
カ
月
～
５
才
未
満
の
方
を
対

象
に
、無
料
接
種
を
４
月
か
ら
開

始
す
る
予
定
で
し
た
が
、予
防
接

種
を
受
け
た
乳
幼
児
が
死
亡
す
る

事
例
が
起
き
た
た
め
、念
の
た
め

接
種
を
一
時
見
合
わ
せ
る
と
厚
生

労
働
省
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。今
後
接
種
が
可
能
に
な
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　市では、子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌の予防接
種を４月１日から無料で実施する予定でしたが、厚生労働
省からの連絡により当分の間、次の通りとします。

☎
３
７
７・４
５
１
１ 

疾
病
予
防
課

公
民
館
内
に一
時
移
転
し
て
い
た
も

の
で
す
。気
軽
に
憩
え
る
寄
り
合
い

ど
こ
ろ
、身
近
な
何
で
も
相
談
所
と

し
て
、地
域
の
方
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

月
～
金
曜
日
、午
前
10
時
～
午

後
４
時

東
部
公
民
館
１
階

☎
３
３
９・８
３
４
９
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
市
川
東
部（地

域
福
祉
支
援
課
）

障
害
基
礎
年
金
受
給
後
の

子
ど
も
の
加
算
要
件
が
緩
和

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
発
生
時

に
生
計
を
維
持
し
て
い
る
18
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
子
ど
も
の

加
算
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、国
民
年

金
法
な
ど
の一
部
改
正
に
伴
い
、４
月

１
日
か
ら
、受
給
権
発
生
後
に
子
ど

も
を
持
ち
そ
の
子
ど
も
と
の
間
で
生

計
維
持
関
係
が
あ
る
場
合
に
も
、子

ど
も
の
加
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
戸
籍
謄
本
、世
帯
全

員
の
住
民
票
、高
校
生
は
学
生
証
・

就
労
中
は
所
得
証
明
書
、印
鑑
な
ど

を

国
民
年
金
課
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、今
回
の
法
改
正
に
伴
い
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
の
取
り
扱
い
も
変

わ
り
、新
た
に
支
給
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
こ
ど
も
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
＝
☎

３
３
４・１
１
２
７
国
民
年
金
課
給
付

担
当
、児
童
扶
養
手
当
に
つい
て
＝
☎

３
３
４・１
１
７
８
こ
ど
も
福
祉
課

「
７
年
以
内
」へ

●
商
店
街
空
き
店
舗
等
利
用
資
金

＝
設
備
資
金
に
加
え
運
転
資
金
の

融
資
も
可
能
に

●「
借
換
え
制
度
」を
延
長
＝
受
付
期

間
を
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

●
融
資
利
率
＝
４
月
１
日
か
ら
引

き
下
げ
を
予
定

☎
３
３
４・１
３
４
１
商
工
振
興
課

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
市
川
東
部
が

東
部
公
民
館
へ
再
移
転

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
市
川
東
部
が
４

月
４
日（
月
）に
東
部
公
民
館
１
階

へ
再
移
転
し
ま
す
。東
部
公
民
館
の

耐
震
補
強
改
修
工
事
に
伴
い
、若
宮

し
た
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添
え
、

郵
送
で
共
同
受
付
窓
口（
〒
２
６
０・ 

０
０
１
３
千
葉
市
中
央
区
中
央
４
の

13
の
28
新
都
市
ビ
ル
８
階
）

申
請
期
間
４
月
４
日（
月
）～
11
月

15
日（
火
）

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　　
　

    

（
契
約
課
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

６
月
12
日（
日
）

日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田
沼

校
舎４

月
５
日（
火
）～
13
日（
水
）午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
消
防
局
予

防
課（
土・日
曜
日
を
除
く
）

甲
種
５
，０
０
０
円
、乙
種
３
，４
０
０

円
、丙
種
２
，７
０
０
円

※
試
験
願
書
な
ど
は
各
消
防
署
で

配
布
。

☎
３
３
３・２
１
１
７
消
防
局
予

防
課

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　　
　
　

 （
消
防
局
）

４
月
か
ら
市
の
中
小
企
業
資
金

融
資
制
度
が
変
更

市
内
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、融
資
期
間
の

変
更
や「
借
換
え
制
度
」を
1
年
延

長
な
ど
、借
り
入
れ
事
業
者
の
返
済

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
小
規
模
事
業
資
金
と
小
口
零
細

企
業
保
証
制
度
資
金
＝
運
転
資
金

の
融
資
期
間
を「
５
年
以
内
」か
ら

 
お
知
ら
せ

斎
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

葬
儀
な
ど
に
か
か
る
相
談
及
び
問
い

合
わ
せ
は
、現
在
斎
場
と
塩
浜
式
場

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、４
月
１
日

（
金
）か
ら
は
斎
場
の
み
に
な
り
ま
す
。

☎
３
３
８・２
９
４
１
斎
場（
大

野
町
４
の
２
６
１
０
の
１
）

（
斎
場
霊
園
管
理
課
）

平
成
23
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

（
随
時
申
請
）の
受
け
付
け

受
け
付
け
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
４
月
４
日（
月
）開
設
）へ
ア
ク

セ
ス
し
、必
要
事
項
を
入
力
後
、印
刷



2011年（平成23年）3月26日　No.1420広報 いちかわ3

対象・人数 申し込み・応募 問い合わせ内容内 講師講 費用・料金 持ち物 市役所 行徳支所日時 場所・会場

　東北地方太平洋沖地震の影響により、既に
発行した本紙でお知らせしたイベントの一部が
変更となりました。内容と問い合わせ先は次の
とおりです。

3月5日号掲載記事
●フリーマーケット（3面）
　・ 開催中止になりました

☎335-9951 リサイクルプラザ

3月12日号掲載記事
●東京外環自動車道市川中工事の説明会（2面）
　・ 日程が変更になります

☎043-350-4506 東日本高速道路（株）千葉工事
事務所菅野平田工事区（外環道路推進課）
●縄文体験フェスティバル（2面）
　・ 開催中止になりました。

☎373-2202 考古博物館

3月19日号掲載記事
●里見公園桜まつり（2面）
　・ ライトアップ、イベントは開催中止になりました。

☎332-8744 みどり管理課
●南沖公園管理棟がリニューアルオープン（2面）
　・ オープニングセレモニーは開催中止になりました。

☎359-1287 地域整備課
●交通対策審議会（2面）
　・ 開催中止になりました

☎334-1453 交通計画課
●ラグビーフェスティバルwithクボタスピアーズ
　（４面）
　・ 開催中止になりました

☎373-3112 スポーツ課
●サタデースポーツ教室（４面）
　・ 一部の種目で日程が変更になります

☎373-3112 スポーツ課
●地域医療講演会（6面）
　・ 日程が変更になります

☎320-0520 ザ タワーズイースト管理組合（地域
振興課）
●水木洋子邸一般公開「水木邸春の訪れ」（8面）
　・ 3月は開催中止になりました。

☎320-3354 文学プラザ

「広報いちかわ」が月２回発行に
４月は第２土曜日に予算特別号を増刊

　「広報いちかわ」は、これまで第１から第４土曜日の月４回発行
していましたが、４月からは第１と第３土曜日の月２回発行が基本
となります。これに加え、必要に応じて特別号を増刊し、効率的な
情報発信に努めてまいります。
　平成23年度の事業がスタートする4月には、第２土曜日に「予算
特別号」を発行します。４月に発行する「広報いちかわ」は、題字デ
ザインも代わり、特別号を含め第１から第３土曜日までの３回の
発行となります。　　　　　　　　　　　　  （広報広聴担当）

広
報

「広報いちかわ」が月２回発行に
４月は第２土曜日に予算特別号を増刊

呼び名が変わります
　市役所の一部で使われていた「○部○担当」「担当マネージャー」の呼称を改め、「○部○課」「課長」
に呼称を統一します。
　その他、ＷＨＯ健康都市担当を健康都市推進課に、観光交流担当を観光交流推進課とします。

「市民経済部」が「市民部」と「経済部」に変わります
　市では、現在の厳しい経済情勢を受け、地域経済対策を強力に推進し、地域経済の活性化と市民生活
の向上を図るため、「市民経済部」を「市民部」と「経済部」に分けて設置します。
　また、観光部門を文化国際部から経済部に事務移管し、経済の視点から市の魅力を引き出し、観光交
流の推進を図ります。
　さらに、雇用推進担当室を課に昇格させ、「雇用労政課」を設置します。
　市民部では、これまで同様に、市民の皆さんに満足していただけるよう迅速かつ正確で質の高い行政
サービスを提供していきます。

市民部 地域振興課（市民マナー条例担当室）、市民課、総合市民相談課、大柏出張所、市川駅行政サービス
センター

経済部 商工振興課、雇用労政課（勤労福祉センター）、農政課（市場）、観光交流推進課

編入
総務部に法制課、市民法務課（２３年度法務部廃止）
総務部に危機管理課、防犯課（２３年度危機管理部廃止）
地域街づくり推進課内に外環道路推進担当室（２３年度外環道路推進課廃止）

新設
景観担当室（街づくり部都市計画課 内）
共同指令センター設置準備担当室（消防局指令課 内）

廃止
国体推進課（保健スポーツ部）
公共施設耐震改修担当室（管財部設計監理課 内）
街づくり支援担当室（街づくり部都市計画課 内）

事務移管 e-モニター業務、市民ニーズの運用管理及び分析業務
（広報広聴担当、総合市民相談課　→　情報政策課）

　市では、市民の皆さんがわかりやすく、使いやすい市役所となるように、また行政サービスをよ
り効果的に提供していくために、４月から行政組織の一部を改正します。（行政改革推進担当）

執務室の移転
健康都市推進課＝アクス本八幡から市役所３階へ
文化振興課及び国際交流課＝市役所から情報プ
ラザ２階へ
観光交流推進課＝市役所３階から同４階へ

農政課=市役所６階から同３階へ
農業委員会=終末処理場から市役所３階へ
※この他、市役所内での移転もありますので、お越し
の際は玄関受け付けでご確認ください。　（管財課）

その他の組織改正・事務移管

中止・変更の
イベント情報

料
水・菓
子
な
ど
の
食
料
品
）

募
集
店
舗
１
店
舗（
店
舗
面
積
84

㎡・倉
庫
面
積
１
９
２
㎡
）

募
集
期
間
３
月
28
日（
月
）～
４
月

22
日（
金
）

☎
３
７
８・３
６
１
１
市
場
管
理

事
務
所　
　
　

 

（
地
方
卸
売
市
場
）

 

求
人

運
動
指
導
員

中
高
年（
60
歳
代
が
中
心
）の
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
運
動
指
導

勤
務
日
数
週
３
～
４
日（
第
２・４
火

曜
日
、毎
週
水
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

勤
務
場
所
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
八

幡
２
の
15
の
10
パ
テ
ィ
オ
ビ
ル
８
階
）

勤
務
時
間
午
前
９
時
20
分
～
午
後

５
時
50
分
ま
た
は
、午
前
11
時
50
分

～
午
後
８
時
20
分（
日
曜
日
は
、午

前
８
時
40
分
～
午
後
５
時
10
分
）

賃
金
日
給
９
，２
７
０
円

交
通
費
全
額
支
給

資
格
体
育
大
学・専
門
学
校（
体
育・

ス
ポ
ー
ツ
）課
程
を
卒
業
し
て
い
る

方
、健
康
運
動
指
導
士
及
び
実
践

指
導
士
な
ど
運
動
の
実
践
指
導
が

で
き
る
方

採
用
４
月 

１
日（
金
）

☎
３
３
４・２
３
１
１
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

観
察
園
）の
四
季
折
々
の
風
景
を
楽

し
み
ま
す
。

４
月
２
日（
土
）午
前
10
時（
動

物
園
券
売
所
前
集
合
）～
11
時
30
分

※
荒
天
中
止

◆
野
草
の
名
札
付
け
を
お
手
伝
い
し

て
く
れ
ま
せ
ん
か

自
然
観
察
園
で
学
芸
員
と一
緒
に
植

物
に
名
札
を
つ
け
ま
す
。

４
月
３
日（
日
）午
前
10
時（
観

賞
植
物
園
入
口
集
合
）～
正
午

※
荒
天
中
止

※
車
で
の
来
場
は
要
問
い
合
わ
せ

☎
３
３
９・０
４
７
７
自
然
博

物
館 

募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

サ
ー
ク
ル
員（
茶
道・江
戸
千
家
）

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

同
ホ
ー
ム（
南
八
幡
２
の
20
の
１
）

市
内
在
住・在
勤
の
34
歳
ま
で
の

勤
労
者
、先
着
５
人

白
ソ
ッ
ク
ス

月
会
費
４
，０
０
０
円

３
月
29
日（
火
）午
前
９
時
か
ら

☎
３
７
０・５
２
０
１
同
ホ
ー
ム
へ
。

市
場
関
連
店
舗
入
店
者

業
種
物
品
卸
売
販
売
業（
清
涼
飲

証
明
書
自
動
交
付
機
運
用
休
止

年
度
切
り
替
え
作
業
に
伴
い
、証
明
書

自
動
交
付
機
の
運
用
を
休
止
し
ま
す
。

対
象
施
設 

市
内
す
べ
て
の
証
明
書

自
動
交
付
機

休
止
す
る
日
時 

３
月
31
日（
木
）午

後
５
時
～
11
時

※
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、住

民
票
、印
鑑
登
録
証
明
書
を
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
各
店
で
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
取
得
で
き
ま
す
。

☎
３
９
３・６
５
２
１
情
報
シ
ス
テ

ム
担
当 

講
座・催
し

拓
本
初
心
者
講
習
会

墨・タ
ン
ポ
作
り
と
室
内
採
拓

４
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分
頃

歴
史
博
物
館
２
階
講
堂

１
，８
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

採
拓
道
具（
な
い
場
合
は
貸
与
）・

弁
当は

が
き
に
住
所・氏
名・電
話
番
号・

「
拓
本
初
心
者
講
習
会
」を
書
き
、４

月
２
日（
土
）ま
で（
消
印
有
効
）に
歴

史
博
物
館（
〒
２
７
２・０
８
３
７
堀

之
内
２
の
27
の
１
）

☎
３
７
３・６
３
５
１
同
館

（
博
物
館
友
の
会
）

自
然
博
物
館
の
催
し

◆
長
田
谷
津
散
策
会

毎
月
１
回
、長
田
谷
津（
大
町
自
然
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　生活に密着した便利でエコな乗り物、自転車。ペダルを踏んで、風を切って進むと気分も爽
快で、身近な健康器具としての効果もあり、たくさんの方に利用されています。しかし、一方で、
周囲への注意を怠り、歩行者と接触して重症を負わせたり、死亡させるという事故も発生して
います。市は、これを防止し、市民の安全で快適な生活を確保するため、自転車の安全利用を
地域全体で支える「市川市自転車の安全利用に関する条例」を4月1日から施行します。

（交通計画課）

　自転車の安全利用とは、「自転車の安全
運転、事故の防止に関する知識の習得、定
期的な点検整備、事故に備えた保険への加
入その他の自転車を安全に安心して利用す
ること」をいいます。

交通事故は減少も自転車事故の割合は増加
　全国の交通事故全体の件数は、道路交通法の改正による罰則の強化などもあって年々減少し、平
成16年と21年を比較すると、95万2191件から73万6688件へと、5年間で21万5503件、22.6％減少し
ています。このうち、自転車に関する事故は、18万7980件から15万6373件へ、3万1607件、16.8％減少
しています。ところが、自転車に関係する事故の割合をみると、19.7％から21.2％へと逆に増えており、自
転車の安全な利用法について、様々な場面で議論されています。

全国・県内に比べ高い自転車事故の割合
　市川市は、平坦な地形が多いことに加え、道路の渋滞回避などの理由から、県内他市に比べて多く
の方が自転車を交通手段として利用しています。利用者が多いこともあり、平成21年の交通事故状況
を見ると、市内での全交通事故1468件のうち、自転車に関係する事故は556件でした。その割合は
37.9％で、全国21.2％、県内26.6％に対して、高い割合となっています。

マナーの向上を求める声を受け条例制定
　自転車に関係する事故の原因を見ると、一時不停止や安全不確認など、マナー違反によるものが目
立ちます。市が昨年度に行ったｅ－モニターのアンケートでも、マナーを「悪い・やや悪い」と感じている
方は79％、マナーの悪い自転車で危険を感じたことがある方は「時々ある」を含め98％もありました。
　市は、こうした状況を改善し、市民の安全で快適な生活を確保するため、市・自転車利用者・関係団
体などが自転車の安全利用に関して守るべき責務を定め、地域全体でこの問題に取り組むことで、自
転車事故の撲滅とマナーの改善を図るため条例を制定しました。
　ここでは、条例により、皆さんにご協力いただく内容を紹介します。

自転車の安全利用とは

　道路交通法などの教育、指
導や安全利用に関する講習を
受ける機会の充実、関係団体へ
の支援、広報啓発を行います。

　法令や遵守事項を守り、危険な運転を
しないことに加えて、事故の防止に関する
知識の習得、定期的な点検整備、事故に
備えた保険への加入に努めてもらいます。

　自転車の安全利用に関する周
知、啓発、市や警察が行う施策
への協力に努めてもらいます。

　児童・生徒や保護者に対し、自転車の安全利用に関する周知、
啓発、教育の場の提供、市や警察が行う施策への協力、自転車に
よる通学や学校行事などへの参加を認める場合は、児童・生徒や
保護者に対して、自転車の安全利用に関する指導に努めます。

　幼児、児童または生徒
を保護する責任のある者
は、道路交通法などの法
令の教育に努めます。

市 自転車利用者等 関係団体・
自転車小売業者

学校長 保護責任者

条例に定められた関係者の主な責務

市川市自転車の安全利用に関する条例を4月1日施行

 便 利 で エ コ な乗り物

自転車に関する事故が原因で、自転
車利用者が５千万円を超える賠償
責任を負う事例もあります。

代表的な自転車保険として、自転車
安全整備士による点検・整備（有料）を

受け、賠償責任保険・傷害保険の付帯されている「ＴＳ
マーク（１年間有効）」があります。詳しくは、千葉県自転
車軽自動車商協同組合（☎043-266-3221）のホーム
ページをご覧ください。

遵守事項
　道路交通法などには、自転車に関する規定が細かく定められていま
すが、中でも、皆さんに特に守ってもらいたいことを紹介します。

　自転車に乗るときのルールと
マナーを守りましょう。

　

自転車は車両の仲間です。

● 携帯電話などを使用
しながら運転しては
いけません。

● 歩道を通行するときは、当該歩道の中央から車道寄りの
部分を徐行し、必要に応じて一時停止をするなど、歩行
者の通行を妨げないように通行しなければいけません。

● 夜間などには、ライトを点灯
させなければなりません。

● 傘を差すなど、視野
を妨げたり、不安定
な状態で運転して
はいけません。

● 道路の中央から左の
部分を通行しなけれ
ばなりません。

●ヘッドホンで音楽を聴くなど、安
全な運転に必要な音声が聞こえ
ないような状態で運転してはい
けません。

● 自転車の定期的な点検整備や
事故に備えた保険への加入に
努めましょう。

● 小さな子どもの保護者は、
子どもに乗車用ヘルメット
をかぶらせましょう。

● 歩行者で混雑する商店
街、歩道や交差点を通行
するときは、自転車を押
して歩きましょう。

● 原則として、車道を
通行しなければい
けません。

●信号機のある交差点を通
行するときは、信号を遵守
し、信号機のない交差点を
通行するときは、道路標識
などを守り、または徐行す
るとともに、安全確認をし
なければなりません。

● 飲酒運転、二人乗り、
並進をしてはいけま
せん。

自転車の安全・快適な利用を 地域全体で支える

条例に定められた関係者の主な責務



【2月分・敬称略】
●市川市

（金員）◎岡野正由（5,000円）◎京葉ガス
「小さな親切」の会（82,950円）◎進藤幸
子（3,000円）◎千葉県ダンス指導者協会

（88,847円）◎照井親資（500,000円）◎福
村治郎（10,000円）◎（株）ベルク市川原木店 

（32,616円）◎匿名３件（22,271円）
（物品）◎東民子◎松浦美恵子◎山川サカエ

気軽にできる軽スポーツ
体育指導委員の地区活動
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日　程 対象年齢 場　所

４月１５日（金）１歳児親子 勤労福祉センター
体育室

（南八幡２-２０-１）６月１４日（火）０歳児親子

５月１０日（火）０歳児親子 南行徳市民談話室
多目的ホール

（南行徳１-２１-１）７月１２日（火）２歳児親子

時
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
正
午

市の委嘱を受けた体育指導委員が、各地区ごとに市民の体力づくり・健康増進を支援しています。
各会場とも年齢を問わず、誰でも参加できます。個人やグループで気軽にご参加ください。

373-3112 スポーツ課   

地　区 会　場 内　容 曜　日 時　間 場 所 種　目 対　象

第1地区 国府台小学校 軽スポーツ教室 第1・3火曜日

午後7時～9時
体育館

インディアカ、
ソフトバレー

一般

第2地区 市川小学校
健康づくり教室 毎週木曜日

ソフトバレー、
ストレッチ

第3地区 大洲小学校 インディアカ、
ソフトバレー

第4地区 稲越小学校 軽スポーツ教室 第1・3水曜日 ペタンク・カローリング

第5地区 北方小学校 健康づくり教室
毎週木曜日 軽スポーツ、ストレッチほか
第2・4月曜日 校庭 グラウンドゴルフ

第６地区 本八幡公園

軽スポーツ教室

要問い合わせ ー ペタンク 小学生以上
第７地区 柏井小学校 第4土曜日 午前9時30分～正午 体育館 バドミントンほか 小学生

第8地区 若宮小学校 第2土曜日 午後1時～3時 校庭
グラウンドゴルフ、

一般

ペタンク・ユニホッケー

第9地区
第六中学校 毎週水・土曜日 午後7時～9時 体育館 ソフトバレーほか

鬼高ゲートボール場 毎週水曜日 午後1時～3時 ー グラウンドゴルフ
鬼高ゲートボール場 第1･3土曜日 午後1時～3時 ー グラウンドゴルフ

第10地区 鶴指小学校 第1・3金曜日

午後7時～9時 体育館

インディアカ、
ソフトバレー

第11地区 二俣小学校 第1・3水曜日 ソフトバレー、
卓球ほか

第12地区 第七中学校 ファミリースポーツ 毎週金曜日 ソフトバレー、
バトミントン

第13地区 新浜小学校
軽スポーツ教室

第3土曜日 ソフトバレーほか
福栄中学校 第1土曜日 ソフトバレーほか

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）　　　  ●これまでの広報いちかわがホームページ・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。
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4月30日（土）午後1時30分～4時30分
　（1時間前より会場前にて整理券配布）

グリーンスタジオ（メディアパーク市川2階）
※今回より会場が変わりましたので、ご注意ください

200人
● 映画「あにいもうと」（1953年 86分）
　監督：成瀬巳喜男　原作：室生犀星
　脚本：水木洋子
　出演：京マチ子、森雅之、久我美子ほか
● 講演「室生犀星「あにいもうと」について」
講葉山修平氏（駒沢短期大学名誉教授・作家）

5月1日（日）
　午後2時30分～5時

グリーンスタジオ
　（メディアパーク市川2階）

200人（直接または電話で要申し
込み）
講近藤信行氏（山梨県立文学館館
長）「市川の荷風散人」
中島玄一郎氏（俳人）「荷風の俳
句」

映画「あにいもうと」
上映と講演

市民の広場の続き〈7面より〉
●ウクレレ教室/第1･3火曜日午後4時〜5時/
南行徳市民センター/月4,000円/Yoshi/☎090-
3532-9568山本
●童謡･唱歌/第4金曜日午後1時30分〜3時30
分/市川公民館/入会金1,000円、月1,000円/さ
わやかコーラス/☎372-5485飯島
●詩吟(3カ月無料)/第2･4日曜日午後1時〜5
時/勤労福祉センター分館/月3,000円/鶴心一
城流吟詠会/☎090-3540-5393池永
●英語でポピュラーを歌う/第1･3金曜日午後1
時〜3時/信篤公民館/月2,500円/ムーンライト/
☎397-7953古谷

書道・絵画
●陶芸・初心者/月4回金曜日午前9時〜11時30
分/行徳公民館/月3,000円（材料費込）/陶芸グ
ループ行徳/☎357-3210村田
●書道文化の研究と振興/第1･3月曜日午前9
時〜午後9時/文化会館/月3,000円/蒼天社/☎
090-8642-3963日野
●アトリヱ麦（幼児童絵画）/月3回月曜日また
は木曜日午後3時〜8時/南行徳市民談話室/月
3,000円（材料費込み）/同会/☎398-8188水
町
●水彩･油彩で描く絵画/第1･3金曜日午前
10時〜正午/若宮公民館/入会金1,000円、月
1,500円/若葉絵画サークル/☎338-0071島本

●親子サークル（6カ月〜）/月3回金曜日午前9
時20分〜午後0時35分（各45分）/南行徳市民
センター/月2,500円、教材費半年分500円/YY
キッズ/☎090-2653-6273石田
●大人･子ども書道/第2･4土曜日午前9時30分
〜11時30分/東部公民館/大人3,500円、小人
3,000円（テキスト代含む）/漢字かな書道･土曜
会/☎090-5529-1051宮澤
●書道/第1〜3木曜日午後4時〜7時/中央公民
館/月3,800円(手本代含む)/市川書道クラブ/☎
334-0598小倉(昼間)

その他
●社会人のための坐禅会/第1･3土曜日午後6
時〜8時/中央公民館/1回100円/市川静坐会/
☎376-6711鳥羽
●囲碁/毎週木･日曜日午後1時〜5時/平田地
域ふれあい館/6カ月1,500円/平田・新田囲碁の
会/☎377-4751山口
●囲碁･初級者大歓迎/月4回日曜日午前9時30
分〜正午/中央公民館/月1,000円/市川囲碁ク
ラブ/☎335-5269野原(昼間)
●将棋/毎週土曜日午後1時〜5時/男女共同参
画センター/月750円/市川将棋同好会/☎379-
2822杉田
●棒針、カギ針　題材自由/月4回土曜日午後
1時〜4時/市川公民館/入会金1,000円、月
3,500円/手編みあざみ/☎338-4575森島

☎320-3354映像文化センター（文学プラザ）※月曜日休館

●男性料理教室/第1土曜日午前9時〜午後1時
/市川駅南公民館/月1,000円/市川南･男性クッ
キングスクール/☎373-0785樋口（昼間）
●男性料理/第3日曜日午前9時30分〜正午/柏
井公民館/1,000円/男の台所/☎338-6406丹羽
●料理教室（男性）/第1土曜日午前10時30分
〜午後2時/大野公民館/月2,000円/大野男性
クッキング/☎080-1073-7766鈴木
●ステンドグラス作成/第1･3月曜日午後1時〜
3時30分/信篤公民館/1回2,500円/まつぼっく
りの会/☎374-1066渡邉（昼間）
●新規初心者俳句募集/第3水曜日午前10時〜
正午/八幡市民談話室/月500円/ひよこ句会/
☎324-8519宮崎
●いけ花初歩から指導します/月2回水曜日午
後6時〜8時30分/市民会館/月3,000円、花代
1回1,260円/いけ花すみれ会/☎090-8307-
2487内田
●プリザーブドフラワー/第4水曜日午後7時〜
9時/八幡市民談話室/月3,500円/フラワーパレッ
ト/☎090-9854-2041村越
●フラワーアレンジ生花プリ/毎週金曜日午前
10時30分〜午後9時/南行徳市民センター/1
回3,600円/フラワーサークルフローリス/☎090-
5401-7161川崎
●木彫/第2･4木曜日午後1時〜4時/市川駅
南公民館/月2,500円/駅南木彫クラブ/☎03-
3615-6506片山
●こどもの絵画と造形/毎週月曜日午後2時〜
6時/男女共同参画センター/1回800円（材料費
等）/ブルーミューズ/☎372-1430中野
●美しい日本語を朗読で学ぶ/第2･4火曜日午
後1時30分〜3時30分/中央公民館/月3,500
円/安希の会･いちかわ/☎336-1710長谷部
●消息文を読む会/第1月曜日午前10時〜正午
/文化会館/月2,000円/茶人の手紙を読む会/☎
379-6269滝沢（夜間）

●親子サークル（2歳以上）/月4回木曜日午前
10時30分〜11時30分/南行徳公民館/月300
円/カニさんクラブ/☎399-3186月岡（昼間）
●アートステンシル手描き染/月2回火曜日午前
10時〜正午/いきいきセンター市川/月1,500円/
アートステンシル/☎326-3754野口（昼間）
●ステンシル（手描染）初級/月2回第1・3水曜
日午前10時〜正午/いきいきセンター福栄/月
2,500円/アートステンシル福栄/☎327-8835太
田（昼間）
●ラッピング/月曜日または水曜日午前9時30分
〜正午/大野公民館/1回1,500円/ラッピングの会
/☎090-3917-4347永安
●手工芸講師の会員募集/第2月曜日午前9時
30分〜正午/宮田地域ふれあい館/市川市手工
芸連盟/☎334-3728益子(昼間)
●楽しい陶芸/第2･4金曜日午後2時〜4時/本
八幡地域ふれあい館/月4,000円/茶巌庵市川倶
楽部/☎378-0426渡辺(夜間)

…1％支援制度の支援対象事業

第12回 脚本家／水木洋子の世界 第3回 市川・荷風忌

映画「あにいもうと」
上映と講演（鑑賞レクチャー付）

荷風の短歌と
俳句をしのぶ

荷風の短歌と
俳句をしのぶ
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〜こどもたちに届けたい食に関わる人たちの想い〜
栄養士がつなぐ「ありがとう」の食育

講演：はやぶさが拓く宇宙/3月26日（土）午
後2時〜4時/現代産業科学館/いちかわ自然天
文教育フォーラム567/☎090-4071-6441澁谷
●映画「精神」無料上映会/3月31日（木）午後5時
30分〜9時/文化会館/精神障害者地域移行促進
強化事業実行委員会/☎338-0079酒井（昼間）
●ダンスパーティー/4月3日（日）午後1時15分

〜4時30分/文化会館/1,500円/カサブランカ/
☎090-4019-0895木村
●もりのゆうえんち/4月3日（日）午前10時〜午
後1時/いちかわ市民キャンプ場/日本ボーイスカウ
ト市川第2団/☎335-2791立川（夜間）
●シルクロード遠征写真展/4月4日（月）〜6日

（水）午前10時〜午後5時（初日午後1時から、最
終日午後3時まで）/文化会館/地球と話す会/☎
376-3603柴田
●ダックスアトリエ絵画展/4月5日（火）〜10日

（日）午前10時〜午後6時（初日午前11時から、
最終日午後4時まで）/八幡市民談話室/ダックスア
トリエ/☎359-9724判田
●ハナエ舞踊カトレアの会/4月10日（日）午前
11時30分〜午後4時/文化会館/ハナエ舞踊グ
ループ/☎379-1648笈川（昼間）
●アウトドア遊び・6歳以上/4月17日（日）午前9
時30分〜正午/西部公民館/ボーイスカウト市川
第3団/☎371-6474森屋

語学・教育
●韓国語/月4回月曜日午前10時〜正午/男女共
同参画センター/1回1,000円/韓国語お楽しみ会
/☎090-9389-2035石川
●韓国語/月2回水曜日午後1時〜3時/曽谷公
民館/月2,000円/サラン韓国語友の会/☎371-
3298田中
●韓国語（初級〜中級）/第2･4土曜日午後1時
〜4時/市川教育会館/1回1,500円/双葉の会/
☎338-6765高島
●英会話（初級）/不定期土曜日午後6時〜8時
/南行徳市民センター/1回1,000円/1･2･3英会
話サークル/☎090-8414-9992坂井（夜間）
●英会話/毎週日曜日午後1時〜4時/市川公
民館/入会金1,000円、月4,500円/ロバート/☎
372-9606熊木
●英会話/月4回火曜日午後1時〜2時30分/曽
谷公民館/月3,500円/コスモス/☎373-1441三
浦
●英会話（初〜上級）要申保育/月3回木曜日午
前9時20分〜午後0時40分/男女共同参画セン
ター他/月5,000円/ワーキングマザーさくらの会/
☎370-6523森田
●英会話（初級、中級）/月4回木曜日午後7時30
分〜9時/信篤公民館他/月5,000円/スパーク/
☎370-7309宮崎
●ドイツ語会話（初級）/第2･4木曜日午後6時
45分〜8時45分/行徳公民館/入会金2,000円、
月3,000円/ドイツ語を楽しむ会/☎371-2809請地
●信長公記の勉強会/第1･3火曜日午後1時〜3
時/男女共同参画センター/月2,000円/歴史と古
典の会/☎395-2605赤羽（夜間）
●英会話(初級)/月3〜4回木曜日午後4時〜6時
で2クラス/八幡市民談話室/月4,000円/英会話
たんぽぽ/☎371-5661高瀬

スポーツ・健康
●空手（幼稚園児〜大人）/毎週土曜日午後6時
〜8時/勤労福祉センター分館/入会金3,000円、
月3,000円/正伝空手道真会市川支部/☎333-
9395佐々木（夜間）
●空手道（5歳〜一般）/毎週月曜日午後6時30
分〜8時45分/富美浜小学校/月2,500円/武道

空手秀心塾/☎080-1273-3253磯山
●太極拳（初心者）/月3回土曜日午後1時〜3時
/スポーツセンター/入会金2,000円、月2,000円/
市川市太極拳協会/☎324-5760高橋
●卓球/毎週日曜日・祝日午後1時〜5時/大町小
学校体育館/月500円/大町卓球クラブ/☎337-
7059伊東
●卓球　年齢不問多少経験者/毎週日曜日午
後2時30分〜5時30分/八幡小学校体育館/
年5,000円/八幡小学校PTA卓球部/☎326-
5077浅沼（昼間）
●健康体操/毎週金曜日午前9時30分〜11時/
塩浜体育館/入会金3,000円、月3,000円/金曜
健康体操教室/☎397-3732伊丹
●中高年健康体操＆ダンス/月4回水曜日午前
10時〜正午他/勤労福祉センター/月2,500円/サ
ンフラワー/☎370-6928北村
●健康音楽体操/第2･4水曜日午前10時〜11
時30分/信篤公民館/月1,000円/あじさい/☎
327-6813蒔苗（夜間）
●ヒーリングヨガ/月4回木曜日午後6時30分〜
8時30分/中央公民館/月3,000円/ウエルネスヨ
ガ/☎090-9096-8658富永（夜間）
●ヨガ（初級、中級）/月4回火曜日午後7時〜9
時/鬼高公民館/月3,500円/鬼高ヨガサークル/
☎370-9831加藤（夜間）
●ヨガ/月4回金曜日午前10時15分〜正午/東
部公民館/月3,000円/萩の会/☎338-2616高
桑
●居合道･短杖術/月４回水曜日午後5時〜7時/
市川公民館他/入会金1,500円、月4,000円/下
総居合会/☎373-8474岩本（昼間）
●吹き矢（無料体験歓迎）/毎週火曜日午後3時
〜5時30分/信篤公民館/入会金1,000円、月
1,000円/吹き矢雅信篤/☎356-9935下﨑
●吹矢（初心者）/第1･2･4水曜日午前10時〜正
午/東部公民館/入会金2,000円、月1,500円/日
本吹矢検定市川/☎335-5353古島
●有酸素運動＆ストレッチ/月4回金曜日午前10
時45分〜午後0時15分/新井地域ふれあい館/
月3,000円（その他用具代3,000円）/MYフィット
ネス/☎090-5080-9541松山
●新体操（4歳〜高校生）/毎週金曜日午後6時
〜9時/大和田小学校/月4,000円/RSGスウィン
グ/☎370-7737大町（夜間）
●ストレッチ/第2･4水曜日午後2時〜3時30分
/曽谷公民館/月1,500円/さくらストレッチ会/☎
090-2532-0959鬼澤
●空手(幼児から)/月8〜10回水・土・日曜日（曜
日･時間要問い合わせ）/市川公民館他/入会金
2,000円、月5,000円/日本空手協会市川支部/
☎326-4586四宮
●バレー(9人制、35歳以上)/毎週土曜日午前
9時30分〜午後0時30分/西部公民館/月1,000
円/ヴィットーリア/☎090-6042-4600山下

舞踊・ダンス
●社交ダンス初級初心者歓迎/第1〜4火曜日午
後7時〜9時/西部公民館/入会金1,000円、月
2,000円/北国分ダンスサークル/☎371-6434鳥
居（昼間）
●社交ダンス（初級･中級）/月4回水曜日午後1
時〜5時/市川公民館/入会金1,000円、月3,000
円/ニューコスモダンス/☎324-5758鈴木
●社交ダンス（初心者）/毎週水曜日午後2時〜
4時/本八幡地域ふれあい館/入会金1,000円、月

3,000円/エミーダンス/☎373-5244安納
●初級と中級　社交ダンス/月4回金曜日午後2
時〜4時/南行徳市民談話室/月3,000円程度/ソ
シアル･コア/☎090-4121-8918越川
●初心者〜中級　社交ダンス/月3回土曜日午
後6時〜8時/南行徳市民談話室/月3,000円程
度/レッツ社交ダンス/☎396-6706小西（夜間）
●社交ダンス　中級/毎週水曜日午後7時〜9時
/市川公民館/入会金1,000円、月4,000円/ひま
わり/☎372-2054藤代（昼間）
●社交ダンス（初級･中級）/月4回土曜日午後1
時〜4時/市川公民館/入会金1,000円、月4,000
円/パイン/☎325-2370佐々木
●社交ダンス（中級以上）/毎週火曜日午前10時
〜正午/市民会館/1回1,000円/さくら/☎334-
4526中村
●社交ダンス/月4回日曜日午後2時〜4時/勤労
福祉センター分館/入会金1,000円、月4,000円/
プリンス/☎324-2019松丸
●モダンバレエ（2歳半〜）/毎週木曜日午後3
時30分〜/勤労福祉センター/1回800円/竹内ダ
ンスサークル/☎377-1997遠藤
●フラメンコ入門初級クラス/月4回金曜日午前
11時〜午後2時10分で2クラス/曽谷公民館/入会
金1,000円、月3,500円/ラフェンテ/☎337-4473
西田
●盆踊り初心者教室/月2回木曜日午前10時〜
正午/行徳公民館/月1,000円/結び乃しの会/☎
397-5742鈴木（昼間）
●ジャズダンス/月4回土曜日午後2時〜4時/
市川公民館/入会金2,000円、月5,000円/NY
ジャズダンスクラブ/☎090-2548-6360青木（夜
間）
●社交ダンス(初級)/月4回水曜日午前9時30分
〜11時30分/東部公民館/入会金1,000円、月
3,000円/ダンスサークルチャチャ/☎090-2153-
5182山内
●社交ダンス　初めての方/毎週金曜日午後3
時〜5時/男女共同参画センター/1回1,000円/
ダンスサークルビギン/☎373-0230増田(夜間)
●フラダンス/月4回日曜日午後3時〜5時/南行
徳市民談話室/1回1,000円/フラオカレイマヌ/☎
090-7245-4687白石

音楽・芸能
●どんなジャンルでも歌える/月4回日曜日午後
1時〜5時/大野公民館/月800円/歌の友の会/
☎339-2158辻井
●リトミック/月3回木曜日午前9時40分〜午後
0時50分/大野公民館/月2,800円/たのしくあそぼ
リトミック/☎090-9833-2788内山（昼間）
●ピアノ/月2回水曜日午後5時〜9時/市川公民
館/月2,600円/ブルーカナリア/☎373-0198若月

（夜間）
●ピアノ/第1〜3火曜日午後3時〜7時/若宮公
民館/月3,500円/ソナチネクラブ/☎332-3455
小畑
●カラオケ（60歳以上）/月4回土曜日午後1時
〜4時/幸公民館/月100円/ほほえみ会/☎395-
7955ツマタ（昼間）
●子ども詩吟教室（6歳以上）/第1土曜日午後
1時〜2時/市川教育会館/子ども詩吟教室/☎
371-8435松本（昼間）
●三味線練習（合奏中心）/第1〜3木曜日午後6
時〜8時/中央公民館/月4,000円/中央三紘クラ
ブ/☎0423-75-8078山本

たのしもう
イベント

  〈広報広聴担当〉
「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、市のホームページ「インターネット放送局」でご覧になれます。

10：00 12：30
19:00 22：00 市川市内の災害情報をお知らせしています3月26日（土）〜4月1日（金）放送

時間

JCN 市川（CATV）
アナログ9ch
デジタル11ch

365日 平日夜間も小児科外来医が待機

やってみよう
仲間募集～趣味・交流
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急
病
診
療
所（
内
科・外
科・小
児
科
）

休
日
や
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間
な
ど
の
急
な
病
気
の
初
期
診
療
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7
7・1
2
2
2

月
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金
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外
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は
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く
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時
～
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土
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～
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～
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後
5
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時
～
11
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休
日
急
病
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歯
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診
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休
日
に
痛
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出
し
た
歯
の
応
急
処
置
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4
7・3
7
7・8
8
8
8

日
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時
～
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後
5
時
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あ
ん
し
ん
ホ
ッ
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イ
ヤ
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24
時
間
）

急
病
時
の
医
療
機
関
案
内・健
康
な
ど
の
相
談
案
内
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1
2
0・2
4
1・5
9
6
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消
費
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ン
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ー

商
品
や
サ
ー
ビ
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契
約
に
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て
の
相
談
に
対
応

☎
0
4
7・3
3
4・0
9
9
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月
～
金
曜
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来
所
と
電
話
）、第
2・4
土
曜
日（
電
話
の
み
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時（
祝
日
除
く
）
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子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
愛
称 

子
ど
も
子
育
て
ほ
っ
と
館
）

子
育
て
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応

☎
0
4
7・3
3
4・1
3
9
2

（
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童
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待
通
報
は
、☎
0
4
7・3
3
4・1
3
9
1
）

月
～
金
曜
日  

午
前
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時
～
午
後
5
時（
祝
日
除
く
）
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少
年
な
ん
で
も
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年
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）

悩
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抱
え
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ま
で
の
子
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と
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を
応
援

☎
0
4
7・3
2
0・3
3
4
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月
～
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曜
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時
～
午
後
5
時（
祝
日
除
く
）

木
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午
前
9
時
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午
後
7
時  

■ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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齢
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近
な
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地
域
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括
支
援
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ン
タ
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あ
ん
し
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大
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☎
0
4
7・3
0
3・9
5
5
5

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
7・3
3
4・1
1
5
2

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
7・3
5
9・1
2
7
4

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん
市
川
駅
前

☎
0
4
7・7
0
0・5
1
3
9

月
～
金
曜
日  

午
前
9
時
～
午
後
5
時（
祝
日
除
く
）
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ま
ち
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公
的
な
問
題
に
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す
る
相
談
に
対
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☎
0
4
7・3
3
6・9
6
6
6（
本
庁
管
内
） 

☎
0
4
7・3
5
9・1
7
4
3（
行
徳
支
所
管
内
）

月
～
金
曜
日 

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時（
祝
日
除
く
）

「市民の広場」掲載の注意事項「市民の広場」掲載の注意事項

①同一団体の掲載回数は「仲間募集」と「講
習会・講演会、イベント」を合わせて同一年
度2回までです。

②2回目の受け付けは初回掲載後になります。
③仲間募集は受け付け順で掲載します。
④申し込みは、タイトル欄に12マスの文字区切

りがある「市民の広場掲載依頼書」を使用
してください（広報広聴担当または公共施設
に設置）。 

⑤掲載内容は、広報いちかわの基準により簡
潔に編集したものを掲載します（旧字などは
常用漢字で表記）。 

⑥講習・講座、イベントなど日時の定まっている
原稿の締め切りは、発行日23日前の木曜日
まで（必着）です。 

⑦1回の掲載で、複数の行事の案内を掲載す
ることはできません。 

⑧利用施設名は1カ所のみ記載。2カ所以上
の場合は　『他』と記載になります（時間帯
も同様）。

⑨政治・宗教・営利活動が類推されるもの及び
その様な活動団体は掲載できません。 

⑩市内の公共施設を利用していることが原則
です。

⑪連絡先は必ず掲載します。
⑫「市民の広場掲載依頼書」には、利用施設

の確認印が必要です。

☎334-1106、FAX336-2300
　広報広聴担当

「市民の広場」は、4月から第１土曜日に掲
載します。申し込みの締め切りは、発行日
23日前の木曜日（必着）です。ただし、5月
7日号は4月7日（木）が締め切り日となりま
す。なお、申し込みには、平成23年度用の

「市民の広場掲載依頼書」を使用してく
ださい。

「市民の広場」、
4月から第1土曜日に
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歴
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広
ひ ろ

く学
が く も ん

問や文化のことを何と言う？
○○○○

Q
A
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う
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し
く
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の
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こ
と

　

 

○
○
○
○
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青あ
お
も
り
け
ん

森
県
の
方ほ

う
げ
ん言 
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病び
ょ
う
き気
や
傷き

ず

を
治な

お

す
た
め
に
飲の

ん
だ
り

　

 

塗ぬ

っ
た
り
す
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も
の

6 

○
○
り
と
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か

る
お
星ほ

し
さ
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の文
も じ

字を使
つ か

って答
こ た

えてね た
て
の
カ
ギ

21号の答え

  1 東山魁夷のような人を○○○○○家
か

という
  7 ○○○く模

も よ う

様
  8 地

ちきゅう

球には5つの大きなたい○○がある
  9 海

う み

にいる可
か わ い

愛い海豚（○○カ）
10 すき焼

や

き用
よ う

の鍋
な べ

11 類
る い じ ん え ん

人猿の中
な か

で一
い ち ば ん

番大
お お

きな動
ど う ぶ つ

物

よこ の カ ギ

「こどもいちかわ」は、小
しょう

・中
ちゅう

学
が く

生
せ い

がこども記
き

者
し ゃ

となり、
テーマを決

き

めて取
し ゅ

材
ざ い

しています。

応
お う

募
ぼ

方
ほ う

法
ほ う

 はがきに答
こ た

えと「こどもいちかわ22号
ご う

」
の感

か ん

想
そ う

、住
じゅう

所
し ょ

・氏
し

名
め い

・電
で ん

話
わ

番
ば ん

号
ご う

・学
が っ

校
こ う

名
め い

・学
が く

年
ね ん

を書
か

き、4月28日（木
も く

）まで（消
け し

印
い ん

有
ゆ う

効
こ う

）に市
し

役
や く

所
し ょ

広
こ う

報
ほ う

広
こ う

聴
ちょう

担
た ん

当
と う

内
な い

「こどもいちかわ」係
がかり

（〒272-8501※
住
じゅうしょ

所不
ふ よ う

要）。

★「
暮
ら
し
に
役
立
つ
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」「
市
民
の
広
場
」「
善
意
の
花
園
」は
６
・
７
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
○
○
○

ド
リ
ー
ム

歴れ

き

史し

と
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

学が

く

げ

い

い

ん

芸
員
に
密み

っ

着ち
ゃ
く

取し

ゅ

材ざ

い子
こ

ども記
き し ゃ

者 第
だ い ろ く ち ゅ う が っ こ う

六中学校1年
ね ん せ い

生

今
い ま い

井 ほのかさん 山
やまうち

内 大
たいほう

鳳くん

　
　

貝
塚
と
は
、海う

み

の
幸さ

ち

に
恵め

ぐ

ま
れ

た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
村む

ら

の
跡あ

と

で
す
。貝
塚

は
、全ぜ

ん
こ
く国
に
２
３
０
０
カか

し
ょ所
あ
り
、そ
の

う
ち
３
分ぶ

ん

の
１
の
約や

く

７
０
０
カ
所
が

千ち

ば

け

ん

葉
県
に
あ
り
ま
す
。県け

ん
ほ
く
ぶ

北
部
は
特と

く

に
多お

お

く
、市
川
市
に
は
54
カ
所
の
貝
塚

が
あ
り
ま
す
。

　

市
川
に
あ
る
堀ほ

り
の
う
ち

之
内
貝
塚
に
は
、な

ん
と
人
の
骨ほ

ね

が
、貝
と
と

も
に
埋う

ま
っ
て
い
た
の

で
す
。学
芸
員
の
領

り
ょ
う

塚づ
か

さ
ん
は「
貝
塚

は
、役や

く
め目

の
終お

わ
っ

た
も
の
が
集あ

つ

め
ら
れ

た
場ば

し
ょ所

で
も
あ
る
」と

言い

っ
て
い
ま
し
た
。貝
も
人
に
食た

べ
て
も

ら
い
無ぶ

じ事
役
目
を
終
え
た
の
で
、貝
塚
と

　　　 ともに貝塚歩
あ る

き
　　　 縄

じ ょ う も ん

文の暮
く

らしにふれる

幅
は ば ひ ろ

広く  日
に ほ ん が

本画の魅
み り ょ く

力を紹
し ょ う か い

介

い
う
聖せ

い

な
る
所と

こ
ろ

で
眠ね

む

る
の
だ
そ
う
で
す
。

学
芸
員
の
仕し

ご
と事

と
し
て
は
、定て

い
き
て
き

期
的
に
行お

こ
な

わ

れ
て
い
る
子こ

ど
も
向む

け
の
体た

い
け
ん験

学が
く
し
ゅ
う習

や
講こ

う
ざ座・

展て
ん
じ
か
い

示
会
の
準じ

ゅ
ん
び備
を
し
た
り
、専せ

ん
も
ん門
分ぶ

ん

野や

の

調ち
ょ
う
さ査

研け
ん
き
ゅ
う究

を
し
て
い
ま
す
。講
座
で
の
自じ

ぶ
ん分

の
解か

い
せ
つ説
で
、お
客き

ゃ
く

さ
ん
が
反は

ん
の
う応
し
て
喜よ

ろ
こ

ん
で

く
れ
る
の
が
嬉う

れ

し
い
と
話は

な

し
て
い
ま
し
た
。

（
山
内　

大
鳳
）

で
す
。忙い

そ
が

し
い
な
が
ら
も
、や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

   

（
今
井　

ほ
の
か
）

　

東ひ
が
し
や
ま山

魁か
い
い夷

記き
ね
ん
か
ん

念
館
は
、日
本
画
家

で
あ
る
東
山
魁
夷
画が

は
く伯
が
１
９
４
５

年ね
ん

か
ら
１
９
９
９
年
の
約や

く

50
年ね

ん
か
ん間
を

過す

ご
し
た
市
川
市
に
、２
０
０
５
年
11

月
に
開か

い
か
ん館
し
ま
し
た
。１
階か

い

は
、画
伯

の
人じ

ん
せ
い生

を
追つ

い
た
い
け
ん

体
験
で
き
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
い
て
、２
階
は
日
本
画
、

リ
ト
グ
ラ
フ
の
ほ
か
、数か

ず
か
ず々

の
作さ

く
ひ
ん品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
芸
員
と
し
て
は
、資し

り
ょ
う料

の
収

し
ゅ
う

集
し
ゅ
う

や
作
品
の
保ほ

か
ん
か
ん
り

管
管
理
、展て

ん
ら
ん
か
い

覧
会
準
備
か

ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
販は

ん
ば
い
ひ
ん

売
品

の
企き

か
く画
な
ど
様さ

ま
ざ
ま々

な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。学
芸
員
の
木こ

ぐ
れ暮

さ
ん
は
、文ぶ

ん
か化

関か
ん
け
い係

の
仕
事
に
就つ

い
て
、必ひ

つ
よ
う要

だ
と
思お

も

い
学
芸
員
の
資し

か
く格
を
取と

ら
れ
た
そ
う

学芸員の仕事はとても大
たい

変
へん

ですが、そのぶん嬉しい
こともあります。また、私

わたし

は
美
び じ ゅ つ ぶ

術部ですが、このような
記念館に行

い

って美術のこと
がよく分

わ

かりました。東山魁
夷画伯のような画家になり
たいと思いました。

（今井ほのか）

学芸員さんは、手
て

掛
が

かりの
少
すく

ないつぼの復
ふ く げ ん

元をするな
ど色

い ろ い ろ

々と大変ですが、多く
の人に市川の歴史について
知
し

ってもらうために勉
べんきょう

強を
続
つづ

けています。今
こ ん か い

回の取材
で、また一

ひと

つ市川が好
す

きに
なりました。

（山内　大鳳）

取材当
とうじつ

日、学芸員は本
も と き た か た

北方3丁
ちょうめ

目で発
は っ く つ

掘さ
れた“つぼ”のかけらをつなげ合

あ

わせる復
ふ く げ ん

元
作
さ ぎ ょ う

業をしていました。

絵
か い が

画作
さくひん

品の取
と

り扱
あつか

い方
かた

や制
せいさく

作の背
はいけい

景などを取材しました。

当
と う じ

時の貝が埋まっている堀之内貝塚
を歩きました。

編
へ ん

 集
し ゅ う

 後
こ う

 記
き

1 2 3 4

7

8 5 9

10 6

11

正
せ い

解
か い

者
し ゃ

のなかから抽
ちゅう

選
せ ん

で40人に、図
と

書
し ょ

カードをプレゼント。

◀足
あ し

もとにある無
む す う

数の貝
かい

がら

東山魁夷
記念館

考古
博物館


